
　
計
測
・
制
御
機
器
の
専
門
展
と
し
て
長
い
歴
史
を
持
つ
「
計
測
展
」
が
６
日

か
ら
８
日
ま
で
の
３
日
間
、
東
京
・
有
明
の
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
西
１
・
２
ホ

ー
ル
、
ア
ト
リ
ウ
ム
で
開
催
さ
れ
る
。
主
催
は
日
本
電
気
計
測
器
工
業
会

Ｊ

Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｍ
Ａ

。
展
示
や
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
、
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
通
じ
て
、
新

製
品
や
新
技
術
が
紹
介
さ
れ
る
。
入
場
料
は
１
０
０
０
円

事
前
登
録
者
は
無

料

。
開
催
時
間
は

時
か
ら

時
ま
で
。
通
算

回
目
の
開
催
と
な
る
今
年

は
「
シ
ス
テ
ム
　
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
　
フ
ェ
ア

Ｓ
Ｃ
Ｆ

２
０
１
３
」
と
の
同

一
会
場
・
同
時
開
催
と
な
る
。

モ
ノ
づ
く
り
支
え
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
案

ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
白
熱
し
た
議
論
展
開

計測展２０１３ＴＯＫＹＯ見どころ聞きどころ

今回、ラウンドテーブルセッショ
ンのキーワードは モノづくり

産
業
の
マ
ザ
ー
ツ
ー
ル
・
計
測
器
最
新
動
向
を
紹
介
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計
測
・
制
御
機
器
、
技
術

は
「
産
業
の
マ
ザ
ー
ツ
ー

ル
」
と
し
て
モ
ノ
づ
く
り
を

支
え
て
き
た
。
「
計
測
展
」

は
計
測
・
制
御
機
器
の
最
新

動
向
が
紹
介
さ
れ
る
展
示
会

だ
。
東
京
と
大
阪
で
交
互
に

開
催
さ
れ
て
お
り
、
今
年
は

東
京
開
催
。
メ
ー
ン
テ
ー
マ

は
昨
年
の
大
阪
に
引
き
続

き
、
「
計
測
と
制
御
で
創
る

未
来
の
地
球
」
を
掲
げ
た
。

今
回
、
最
大
の
特
徴
で
あ
る

「
Ｓ
Ｃ
Ｆ
２
０
１
３
」
と
の

同
一
会
場
・
同
時
開
催
。
そ

こ
で
、
主
催
者
の
両
展
実
行

委
員
会
は
共
通
テ
ー
マ
と
し

て
「
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
と

計
測
の
先
端
技
術
が
集
う
」

を
打
ち
だ
し
て
い
る
。

　
高
野
宏
計
測
展
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ

Ｏ
２
０
１
３
実
行
委
員
会
委

員
長
は
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
安

全
・
安
心
、
モ
ノ
づ
く
り
に

お
け
る
技
術
伝
承
な
ど
、
社

会
、
企
業
が
抱
え
て
い
る
課

題
を
解
決
す
る
た
め
の
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
案
す
る
」

と
意
気
込
む
。

　
今
回
の
計
測
展
に
は
最
新

の
製
品
・
技
術
の
展
示
に
加

え
、
主
催
者
側
の
こ
う
し
た

意
気
込
み
が
反
映
さ
れ
て
い

る
コ
ン
テ
ン
ツ
が
多
く
盛
り

込
ま
れ
た
。
高
野
委
員
長
は

「
基
調
講
演
や
特
別
講
演
、

ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
、
セ
ミ

ナ
ー
と
い
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
充
実
を
図
っ
て
い
る
」
と

い
う
。

　
今
年
の
基
調
講
演
は
６
日

時
か
ら
、
コ
マ
ツ
の
野
路

國
夫
代
表
取
締
役
会
長
に
よ

る
「
も
の
づ
く
り
の
現
場
か

ら
の
提
言
―
コ
マ
ツ
の
強
み

を
活
か
し
た
成
長
戦
略

―
」
。
中
国
を
は
じ
め
と
す

る
成
長
市
場
や
新
興
国
で
強

い
競
争
力
を
持
つ
同
社
の
方

針
を
紹
介
。
ま
た
、
現
場
力

の
強
化
、グ
ロ
ー
バ
ル
生
産
、

技
術
開
発
な
ど
、
日
本
が
製

造
業
で
生
き
残
っ
て
い
く
た

め
の
提
言
が
行
わ
れ
る
。

　
７
日

時
半
か
ら
の
基
調

講
演
は
内
閣
府
総
合
科
学
技

術
会
議
の
久
間
和
生
常
勤
議

員
に
よ
る
「
日
本
の
科
学
技

術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
―

産
学
連
携
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

―
」
。
総
合
科
学
技
術
会
議

は
内
閣
総
理
大
臣
の
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
の
下
、
科
学
技
術

・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
の

推
進
の
た
め
の
司
令
塔
と
し

て
、
総
合
的
か
つ
基
本
的
な

政
策
の
企
画
立
案
、
総
合
調

整
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
日
本
が
現
在
直
面
し
て
い

る
最
大
の
課
題
は
「
経
済
再

生
」
。
そ
の
原
動
力
と
し
て

期
待
さ
れ
て
い
る
の
が
、
科

学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で

あ
る
。
今
回
、
久
間
常
勤
議

員
が
最
近
の
科
学
技
術
・
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
に
つ
い

て
の
動
向
を
紹

介
す
る
。
基
調

講
演
の
会
場
は

会
議
棟
１
階
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
ホ

ー
ル
Ｂ
。
聴
講

料
は
無
料
。

　
一
方
、
７
日

時
半
か
ら
会

議
棟
１
階
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
ホ
ー

ル
Ｂ
で
開
催
さ

れ
る
「
ラ
ウ
ン

ド
テ
ー
ブ
ル
セ

ッ
シ
ョ
ン
」
は

計
測
展
で
好
評

の
公
開
討
論

会
。
今
回
は
Ｓ

Ｃ
Ｆ
と
の
共
同

企
画
だ
。
「
日

本
の
も
の
づ
く

り
の
未
来
が
見

え
る
―
人
間
の

感
性
と
先
端
技

術
の
融
和
、
も
の
づ
く
り
の

現
場
で
発
揮
さ
れ
る
日
本
人

の
強
み
―
」
と
題
し
て
、
モ

ノ
づ
く
り
の
進
化
と
将
来
像

に
つ
い
て
を
議
論
す
る
。

　
登
壇
す
る
の
は
京
都
工
芸

繊
維
大
学
大
学
院
教
授
の
濱

田
泰
以
伝
統
み
ら
い
教
育
研

究
セ
ン
タ
ー
長
、
大
日
本
印

刷
の
黒
田
孝
二
理
事
、
日
本

ロ
ボ
ッ
ト
学
会
の
小
平
紀
生

会
長
、
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
の
藤
田
俊

弘
常
務
執
行
役
員
、
Ｊ
Ｅ
Ｍ

Ｉ
Ｍ
Ａ
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
低
炭

素
政
策
委
員
会
の
石
隈
徹
委

員
長
。

　
同
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は

「
人
・
匠

経
験
・
カ
ン
・

コ
ツ

」
の
技
術
に
よ
る
製

造
工
程
が
ど
う
変
わ
る
の
か

自
動
化
が
進
む
生
産
設
が

ど
う
発
展
す
る
の
か

人
間

と
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
の
共
存

や
融
和
―
と
い
っ
た
テ
ー
マ

に
加
え
、
国
内
外
の
モ
ノ
づ

く
り
を
ど
う
展
開
す
る
の
か

な
ど
に
つ
い
て
も
取
り
上
げ

る
と
い
う
。
今
回
も
こ
れ
ま

で
同
様
の
白
熱
し
た
討
論
が

行
わ
れ
る
だ
ろ
う
。


